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プロジェクト情報基盤としての SynViz S2 に

よる複合ソリューションの実現 
Implementation of Combined Solutions with SynViz S2 as Project Information Platform 
 
  (株)日立ソリューションズ東日本は 2013 年 6 月，プロジェクト管理プラ

ットフォーム製品である SynViz S2 の販売を開始した。SynViz S2 のコンセ

プトは，複数の場所・システムに分散するプロジェクトに関連する情報を集

約・統合し，それらをビジュアル化しタイムリーに提供する情報基盤(プラッ

トフォーム)となることである。 
 SynViz S2 は表現力・操作性の高いガントチャート画面を備えており，日

程情報をグラフィカルにわかりやすく表現できることを特長としている。軽

量で柔軟性の高いデータアクセス手段である Web API を利用することで，

他のシステムやアプリケーションが持っているプロジェクトの情報を取り込

み，ガントチャートに表示することができる。 
 これまでに複数の自社製品との連携を実現し，情報基盤としての有用性を

確認できた。今後はビジネスパートナーと協力し，他社の製品やシステムと

連携した複合ソリューションの提供を目指す。 
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１．背景 

(株)日立ソリューションズ東日本(以下，HSE と記す)
の SynViz シリーズは，高機能なガントチャートを利用

して作業・日程・進捗を中心にプロジェクト管理を支援

する Web アプリケーションである。2013 年 6 月に

SynViz シリーズとして第三世代となる SynViz S2 を発

売した。 
SynViz S2 は他の製品・システムとのデータ連携を容

易にし，管理項目の追加や，新しい画面の追加を可能に

する多くのカスタマイズ手段を備えている 1)。これらの

機能を利用して，複数の場所・システムに分散するプロ

ジェクトに関連する情報を集約・統合し，ガントチャー

トを中心にビジュアル化しタイムリーに提供するプロジ

ェクト情報基盤 (プラットフォーム )となることが

SynViz S2 のコンセプトである。 
また，連携相手となる製品・システムの視点では，

SynViz S2 は日付や期間に関する情報をグラフィカルに

表現・操作可能なユーザーインターフェースを容易に実

現する手段として捉えられることができる。 

このようにSynViz S2は単体で利用するだけでなく他

の製品・システムと連携して「複合ソリューション」を

実現することでその価値を高めることを目指している。 
 本稿では，SynViz S2 がこれまでに実現してきた製

品・システム連携の事例の紹介と，技術的課題をどのよ

うに解決しているかを解説する。 
 
２．Ｆｌｅｘ版ガントチャート 

 SynViz S2 のガントチャート画面を図 1 に示す。縦軸

が「タスク」と呼ばれる階層化された作業項目の一覧で

あり，横軸はカレンダーである。それらに囲まれた中央

の領域に，各タスクの実施期間を示す「アクティビティ」

と呼ぶバーが表示される。また，下部には「リソースグ

ラフ」があり，ここには作業の負荷の大きさが表示され

る。このようにプロジェクトの日程や進捗の状況がグラ

フィカルに表現されるため，ユーザーは視覚的に計画や

進捗状況を把握でき，マウスやキーボードを使用した直

感的な操作で日程調整や実績登録が可能である。 
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ここで例えばある業務システムが日付や期間に応じて

変化する情報を持っていて，これを「見える化」したい

場合には，次節で述べる Web API を通じてデータを

SynViz S2 に受け渡すことで，ガントチャート上に表現

することが容易に実現できる。 
 このガントチャート画面を開発するために， RIA(リ
ッチインターネットアプリケーション)開発フレームワ

ークのひとつである Flex2)を採用した。Flex により作成

されたコンポーネントは Web ブラウザの Flash Player
プラグイン上で実行される。 
 Flex の利点は，Web アプリケーションに必要な機能

(非同期通信，クロスプラットフォームなど)とユーザー

インターフェースライブラリが提供されており，リッチ

な GUI コンポーネントの開発が容易なことである。 
 
３．Web API とエクセル連携 

 一般に，あるアプリケーションの機能を外部から呼び

出すための関数群や規約を API (Application Program 
Interface) と呼ぶ。 

SynViz S2 の Web API は設計方針として REST 
(Representational State Transfer)と呼ばれるアーキテ

クチャスタイルを採用した(図 2)。REST とは，Web シ

ステムに適したいくつかの設計原則を指す 3)。Amazon 

web services や Yahoo!などの著名な Web サービスでも

REST による API が採用されている 4, 5) 。 
REST の考え方では，「リソース」と呼ばれるデータ

モデルのエンティティ(SynViz S2 の場合はタスク，アク

ティビティといった SynViz が取り扱うプロジェクトの

情報に相当する)に URI (Uniform Resource Identifier)
という一意になるアドレスを割り当て，このリソースに

対する CRUD 操作(作成，取得，更新，削除)を定義する。

そして，CRUD の各操作を HTTP での POST，GET，
PUT，DELETE の各リクエストメソッドにマッピング

する。 
REST では送受信データのフォーマットには XML 

(Extensible Markup Language)や JSON (JavaScript 
Object Notation)6)が使用される。いずれの形式もテキス

ト情報であるため可読性があり，かつ構造化された情報

も表現できるために扱いやすい。SynViz S2 では JSON
を採用した。 

REST は，SOAP7)のような他の方式に比べて単純かつ

軽量であり，クライアントの開発が容易である。また

HTTPによる通信が可能であればどんな言語やフレーム

ワークからでも統一された方法で利用できる。 
  

アクティビティ。 

マウスドラッグにより移動や実

績登録が可能 

タスク 

カレンダー 

リソースグラフ。 

作業の割当先や負荷の

大きさを示す。 

図 1  SynViz S2 のガントチャート画面 
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また，Web API はリソースと単純な操作の組み合わせ

で構成されるため，一貫性と発見容易性1に優れている。

タスクやアクティビティ，実績情報などのプロジェクト

情報を構成するリソースの構成モデルを理解すれば，カ

スタマイズエンジニアは容易に API を習得し利用でき

るようになる。 
SynViz S2 の標準画面はガントチャート画面のような

インタラクティブ操作を含めて Web API を呼び出して

データの取得・更新処理を行っているが，これは画面か

ら実行できるさまざまな機能が Web API からも実行す

ることができることを示している。 
 Web API は将来にわたって可能な限り後方互換性を

維持する設計方針とした。製品本体のバージョンアップ

による機能追加があった場合は，オプションとして明示

的に指定された場合だけ実行されるようにする。そのオ

プションが指定されなかった場合は，旧来と同じ動作を

するため，原則として Web API を利用する側には変更

が必要ないように設計されている。このことにより，

Web API を利用するプログラムは SynViz S2 本体のバ

ージョンアップに影響を受けずバージョンアップ前と変

わりなく動作することができる。 
 

 

 

                                                           
1 英語では findability。目的とする対象の見つけやすさ

の度合い。 

3.1  API 実行例 

 Web API を利用した

例を示す。 
 プロジェクト ID (プロ

ジェクトを特定するキ

ー)が p001 であるプロジ

ェクトに対応する URI
は下記のように定まり，

これに対し GET メソッ

ドを実行すると，そのプ

ロジェクトの全属性が

JSON 形式のテキストデ

ータとして取得できる。 
 
 

リクエスト: 
GET http://s2app/api/projects/p001 

 
レスポンスボディ: 
{"ID": "p001", 

 "Name": "最初のプロジェクト", 

 "CalendarID": "…", … (略) } 

 
 同様に，p001プロジェクトを削除する場合は同じURI
に対し DELETE メソッドを実行する。 
 
リクエスト: 
DELETE http://s2app/api/projects/p001 

 
階層構造のあるリソースも扱うことができる。p002

プロジェクトのすべてのタスクを取得するには，tasks
という集合を GET する。末尾の rev=0は，取得対象と

なる版の番号を指定している。0 は最新版を意味する。 
 
リクエスト: 
GET http://s2app/api/projects/p002/tasks?rev=0 

 

3.2  エクセルマクロからの Web API 利用 

 エクセルマクロから Web API を利用して SynViz S2
が持つデータをワークシートにダウンロードしたり，逆

にワークシートに入力された値をSynViz S2に更新をか

けたりすることができる。HTTP 通信には，Microsoft
社が提供する XMLHTTP オブジェクトを使用する。 

図 2  REST による Web API の概念図 

メソッド リソース 

ボディ 

(データ) 

クライアント 

HTTP レスポンス

SynViz S2 

サーバ ボディ 

(データ) 

ステータスコード 

作成 

取得 

更新 

削除 

projects 

tasks 

activities 

… 

HTTP リクエスト SynViz S2 のデ

ータモデルに対

応 

HTTP により開発言

語・フレームワークに

依存せず利用可能 
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 例えば，p003 というプロジェクトにタスクを作成した

い場合の実装は次のとおりになる。 
 
Dim mXmlHttpRequest As New MSXML2.XMLHTTP 

Dim uri As String 

uri = _ 

"http://s2app/api/projects/p003/tasks?rev=0" 

mXmlHttpRequest.Open "POST", uri, False  

mXmlHttpRequest.SetRequestHeader _ 

"X-S2-Authenticate", <認証キー> 

mXmlHttpRequest.send <リクエストボディ> 

 
リクエストボディには下記のように，必要な属性を

JSON 書式で指定する。 
 
{"ID": "task0001", 

 "Name": "最初の作業", … (略) } 

 
 現在，エクセルマクロで Web API をより利用しやす

くするための共通ライブラリを開発中である。年内を目

処に本ライブラリはユーザー企業や開発者向けに公開す

る予定である。 
 
４．インターネット SaaS と OnSchedule 連携 

HSE は 2013 年 7 月より，SynViz S2  SaaS サービ

ス(以下，インターネット SaaS と記す)を開始した。こ

れは TWX-21((株)日立製作所が提供するクラウドサービ

ス基盤)のプラットフォーム上に構築した SynViz S2 環

境をインターネット経由で利用できるサービスである。

データベースには(株)日立製作所の HiRDB を採用した。 
インターネット SaaS 環境では，SynViz S2 はいわゆ

るマルチテナント構成になっており，単一のアプリケー

ション環境とプロセスを複数のテナント(顧客)が共有す

る。マルチテナントにする利点として，テナントごとに

環境設定やプロセスが必要となるシングルテナント構成

に比べて，サーバーリソースの利用効率を向上できるこ

とが挙げられる。これはサーバーの運用コストに直結す

るため，SaaS ビジネスではマルチテナント構成は必須

と言える。 
 

OnSchedule SynViz S2 

新規プロジェクト作成

プロジェクト名称 

 

                 OK   キャンセル 

工事作業日程 

クリック 

入力 

OK WebAPI POST 
/api/projects 

[1] 

[2] 

[3] 
[4] 

Projects 

p001      XXXX プロジェクト 

p002      YYYY 日程表 

p003      工事作業日程 

{ "ID": "p003", 

"Name": "工事作業日程", 

… } 

プロジェクト追加

成功 

[5] 

[6] 

プロジェクト行とリンク追加[7] 

[8] クリック 

[9] シングルサインオンで 

ガントチャート表示 

API 呼出

図 3  プロジェクト作成時の処理フロー 
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4.1  OnSchedule 連携 

SynViz S2はバージョン 1.2 (2013年 10月リリース予

定)で自社製品である OnSchedule との連携をサポート

する。 
OnSchedule は企業間・拠点間・組織間での情報共有

を実現するクラウド型の Web アプリケーションである。

SynViz S2 より先行して 2011 年より TWX-21 のサービ

スとして提供されている 8)。OnSchedule も標準で簡易

的なガントチャート画面を備えているが，より高度な作

業日程の管理機能を利用したいユーザー向けにインター

ネット SaaS 版の SynViz S2 との連携を実現した。 
この連携方式ではOnScheduleの画面にSynViz S2の

Web API を呼び出す処理を追加している。図 3 に「新規

SynViz プロジェクト作成」実行時の処理フローを示す。

OnSchedule の画面にある「新規 SynViz プロジェクト

作成」のボタンの押下イベントで，JavaScript のコード

から SynViz S2 のサーバーに対しプロジェクト作成の

API を呼び出す。すると SynViz S2 側でプロジェクトが

作成される。OnSchedule は作成に使用した「プロジェ

クト ID」を保存しておく。プロジェクト ID があれば

SynViz S2 のガントチャート画面を開く URL 文字列を

生成できるので，OnSchedule の画面内にリンクを配置

する。ユーザーがこのリンクをクリックすると，直接

SynViz S2 のガントチャート画面に遷移することができ

る。このときシングルサインオンにより，あらためてロ

グイン操作は必要ない。遷移した後は SynViz S2 の機能

がすべて利用可能である。 
ユーザーはこのようなシームレスで自然な操作感で利

用することができ，かつそれぞれの製品のすべての機能

が利用できるというメリットがある。 
さて，OnSchedule と SynViz S2 の連携は，TWX-21

を利用したインターネット SaaS 環境での連携となるた

め，セキュアなシングルサインオンが課題であった。 
この認証方式の SynViz S2 側の実装を行うにあたり，

認証ロジックを本体機能から切り離された「認証モジュ

ール」に実装できるようにした。SynViz S2 製品には「標

準認証モジュール」が用意され，標準のパスワードを利

用した認証ロジックが実装されている。 
仮に LDAP 認証など，標準以外の任意の認証方式を利

用したい場合は，カスタマイズエンジニアは認証モジュ

ールのインターフェース定義にしたがって独自のカスタ

ム認証モジュールを実装しSynViz S2に組み込むことが

できるようになっている。これにより，SynViz S2 本体

に手を加えること無くさまざまな認証システムを利用し

てシングルサインオンを実現できるようになる。 
OnSchedule 連携時の認証ロジックも，この仕組みを

利用したカスタム認証モジュールとして実装している。

また、同様の方式で日立統合認証基盤への対応も実現し

ている。 
 
５．他社製品・ソリューションとの連携 

 SynViz S2 は他社が提供する製品またはソリューショ

ンとの連携も複数実現している。 
 
5.1 Dynamics CRM 連携 

 Dynamics CRM とは，Microsoft 社の顧客関係管理パ

ッケージ製品である。(株)日立ソリューションズ (以下，

HISOL と記す)では，Dynamics CRM のシステム構築サ

ービスをビジネスとしており，そのサービスメニューの

ひとつとして SynViz S2 が利用した「工程管理テンプレ

ート」を提供している。このテンプレートの実現性評価

にあたっては，HSE から Web API などの公開情報や簡

単なサンプルプログラムの提供だけ行い，HISOL の技

術者はそれらを参照して約 2 ヶ月間で試作を行うことが

できた。SynViz S2 を利用したカスタマイズ開発の学習

容易性が実証できたと言える。 
 また HISOL では，同じ Dynamics シリーズの ERP
製品である Microsoft Dynamics AX と SynViz S2 を連

携させたソリューション提供も計画している。 
 
5.2 自動車部品メーカー向け生産準備ソリューション 

 自動車部品メーカーの T 社では，SI ベンダーの S 社

が提供する「生産準備ソリューション」と SynViz S2 を

連携させたシステムの導入を決定している。 
 生産準備システムが管理する受注案件情報やその大日

程情報を，Web API を通じて SynViz S2 にデータ連携

する。ユーザーは SynViz S2 のガントチャート画面に表

現された大日程を見ながら，部門ごとに中日程計画を作

成していく。 (図 4) 
日程情報のグラフィカルな表現が苦手なシステムを補

助する形でSynViz S2がユーザーインターフェースの機

能を担うという今回の T 社の事例は，他のさまざまな製

品・ソリューションでも有効な複合ソリューションの典

型となると考えており，今後，提案標準モデル化してい

く計画である。 
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5.3 MotionBoard+Quality Center 連携 

 MotionBoard は，ウイングアーク(株)の情報可視化基

盤 製 品 で あ る 。 Quality Center は ， 米 国

Hewlett-Packard Development 社(以下，HP 社と記す)
のソフトウェア品質管理製品である。ウイングアーク

(株)では，これらの製品と SynViz S2 を組み合わせて，

自社製品開発での工程管理と品質管理と分析業務を実現

している。 
 SynViz S2 からは日程，作業工数や担当者の予定と実

績の情報，Quality Center からはテストケースの消化状

況や不具合の摘出数・修正数などの品質状況の情報を

MotionBoard に集約しさまざまな分析を行える仕組み

を構築している。これにより，特にテスト工程での問題

点の早期発見や，チーム・担当者レベルの生産性の評価

にも役立てている。 
 

 この連携モデルを一般のソフトウェア開発会社向けの

複合ソリューションとしてまとめなおし，ウイングアー

ク(株)，HP 社，HSE の 3 社協同で拡販していくことを

検討している。 
 
６．今後の研究課題 

SynViz S2 の開発ロードマップを図 5 に示す。 
2013 年 9 月(v1.2)までを基本機能と基盤整備のフェー

ズと位置づけ，プロジェクト管理の基本機能の充実化を

図り，Web API の提供，シングルサインオン対応，マル

チテナント対応，複数データベース対応（HiRDB と

Oracle Database），インターネットレベルのセキュリ

ティ確保などのアプリケーション基盤整備を進めてきた。 
2013 年 10 月以降はより高度なプロジェクト管理機能

の提供フェーズと位置づけ，2014 年春に EVM，クリテ

ィカルパス，版管理などの機能をリリースする予定であ

る。これらと並行して，個人スケジュールや勤怠管理シ

ステムと連携し，管理作業などプロジェクト外の作業を

含めてプロジェクトメンバの負荷を統合的に管理・可視

化できる仕組みの研究開発を進めている。 
この研究では，小日程(時間単位)レベルでの作業の割

り当てと工数(作業時間)の管理が容易になり，より正確

な作業負荷の把握と調整を可能とすることを目指してい

る。 
リソース割り当て機能の強化も含め，2014 年秋ごろの

製品化を計画している。 
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図 4  生産準備システムとの連携の概念図 
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図 5  SynViz S2 製品開発ロードマップ 
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７．おわりに 

SynViz S2 は分散するプロジェクト関連情報を集約・

統合し，強力なガントチャート画面を活用してプロジェ

クト情報基盤となることを目指している。 
これまでエクセルマクロによるデータアクセスや，自

社製品である OnSchedule および複数の他社製品との連

携を実現してきた。 
今後はビジネスパートナーとの連携を通じて，他社製

品やソリューション，サービスとの連携を積極的に推進

していく。 
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